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紙面から

　
本
会
で
は
来
る
六
月
二
日
、
山
梨
県
笛
吹
市
一
宮
町
「
山
梨
県
森
林
公
園
　
金
川
の
森
」

に
お
い
て
、
中
央
会
創
立
五
〇
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
記
念
植
樹
を
行
う
。
ナ
ラ
・
ク

ヌ
ギ
を
中
心
と
し
た
広
葉
樹
約
七
〇
〇
本
を
植
樹
す
る
こ
の
事
業
は
、
樹
木
の
成
長
に
あ

わ
せ
中
小
企
業
の
今
後
の
発
展
を
願
い
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

４月の出来事

●時　事
      1日  日銀短観　県内全産業のDI低下
      6日  大月市で真夏日　30.2度
    18日  フジテレビ、ライブドアと和解
    20日  ローマ法王にラツィンガー枢機卿

●山梨県中央会ニュース
      1日  辞令交付式
9・10日  信玄公まつり　　
    28日  正副会長会議・理事会

５月の予定

    19日  通常総会

2面  中小企業新事業活動促進法の概要
　　 紹介/息吹
3面  景況情報/情報連絡員の業界の声
　　 金融アラカルト
4面  アクティブ kumiai
5面  特集記事
　　「コミュニティビジネスの現状と展望」
6面  郡内支所だより/組合Q&A
　　 Hello!組合事務局
7面  MEET THE理事長/Study room
8面  賑わい城下町/ジュエリーフェア
　　 ジョブサポートだより

中
小
企
業
の
 

発
展
を
願
い
▼
▼
▼

　
今
回
の
事
業
に
つ
い
て
宮
川
睦

武
会
長
は
﹁
木
は
植
え
た
だ
け
で

は
育
た
な
い
。
人
が
手
を
加
え
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
初
め
て
成
長

し
て
い
く
。
こ
れ
は
中
小
企
業
も

同
じ
こ
と
。
今
回
の
植
樹
は
中
小

企
業
の
成
長
を
今
後
も
皆
の
手
で

支
え
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
が
あ

る
﹂
と
語
る
。
我
が
国
企
業
の
九

九
・
七
％
を
占
め
る
中
小
企
業
は
、

雇
用
の
七
割
を
支
え
、
製
造
業
出

荷
額
の
五
割
超
、
卸
売
業
販
売
額

の
六
割
超
、
小
売
業
販
売
額
の
七

割
超
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
、

ま
さ
に
我
が
国
経
済
社
会
の
活
力

の
源
、
国
の
礎
で
あ
る
。
過
去
、

中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
施
策
が

講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
現
在
の
中

小
企
業
が
あ
る
の
は
自
助
努
力
に

よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
今
後
は

国
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
中
小
企

業
に
対
す
る
支
援
の
輪
を
広
げ
、
官
・

民
、
力
を
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
以

上
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
記
念
植
樹
実
施
予
定

日
に
は
中
小
企
業
の
支
援
の
中
核

で
あ
る
山
梨
県
知
事
を
は
じ
め
、

県
商
工
労
働
部
な
ど
関
係
行
政
機

関
の
代
表
者
が
出
席
予
定
で
あ
る
。

記
念
植
樹
事
業
　
“
中
小
企
業
の

森

”
は
、
植
樹
さ
れ
る
苗
木
が

育
ち
、
森
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
中
小
企
業
の
健
全
な
発
展
に
ダ

ブ
ら
せ
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

環
境
問
題
へ
の

意
識
▼
▼
▼

　
一
方
、
植
樹
事
業
は
中
小
企
業

の
環
境
問
題
に
対
す
る
姿
勢
を
表

し
て
い
る
。
今
日
の
環
境
問
題
︵
地

球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
、
酸

性
雨
、
砂
漠
化
、
野
生
生
物
種
減

少
な
ど
︶
は
、
従
来
の
公
害
問
題
︵
大

気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
騒
音
、
振
動
、

土
壌
汚
染
、
地
盤
沈
下
、
悪
臭
な
ど
︶

と
は
違
い
、
発
生
源
の
特
定
が
困

難
で
あ
り
、
そ
の
影
響
が
広
範
囲

に
わ
た
る
。
冷
媒
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
フ
ロ
ン
ガ
ス
は
、
大
気

に
放
出
さ
れ
て
か
ら
、
十
五
年
程

度
か
け
て
南
極
上
空
に
到
達
し
オ

ゾ
ン
層
を
破
壊
し
、
そ
の
結
果
、

地
上
に
到
達
す
る
紫
外
線
量
が
増

加
し
、
皮
膚
ガ
ン
や
白
内
障
を
誘

発
す
る
。
ま
た
、
発
電
所
や
自
動

車
の
排
気
ガ
ス
中
の
硫
黄
酸
化
物

や
窒
素
酸
化
物
は
、
上
空
で
雨
と

混
ざ
り
硫
酸
や
硝
酸
等
に
変
化
し
、

風
の
影
響
な
ど
で
、
別
な
地
域
で

酸
性
雨
が
降
り
、
立
ち
木
を
枯
ら

す
な
ど
の
被
害
を
与
え
る
。
環
境

問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
様
々

な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
有
効
な
も
の
が
樹
木

に
よ
る
浄
化
効
果
で
あ
る
。
樹
木

は
人
々
の
気
持
ち
を
癒
す
と
と
も
に

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
、

地
球
の
温
暖
化
防
止
対
策
上
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
今

回
の
植
樹
は
、
緑
の
保
全
と
創
出

の
重
要
性
を
訴
え
中
小
企
業
の
環

境
問
題
に
対
す
る
姿
勢
を
内
外
に

示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

次
代
に

引
き
継
ぐ
▼
▼
▼

　
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
わ
ざ
に
﹁
地

球
を
大
切
に
し
な
さ
い
。
そ
れ
︵
地

球
︶
は
子
供
た
ち
か
ら
の
預
か
り

も
の
だ
か
ら
﹂
と
い
う
言
葉
あ
る
。

我
々
に
と
っ
て
直
面
し
て
い
る
地

球
規
模
の
問
題
は
環
境
問
題
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
環
境
問
題
は

一
朝
一
夕
で
片
が
付
く
問
題
で
は

な
い
。
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、

長
い
期
間
を
想
定
し
て
物
事
を
考
え
、

行
動
に
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば
解

決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
し
か
も

そ
の
結
果
の
恩
恵
や
被
害
を
受
け

る
は
子
孫
で
あ
る
。
こ
の
責
任
が

大
き
い
問
題
の
一
端
に
取
り
組
ん

だ
植
樹
事
業
の
意
義
は
非
常
に
大

き
い
。

宮川睦武会長

中央会創立50周年記念植樹事業

主　　催：山梨県中小企業団体中央会
共　　催：山梨県
開催日時：平成17年６月２日（木）　午前10時～午後１時（小雨決行）
会　　場：笛吹市一宮町国分1162-1 「山梨県森林公園　金川の森」（現地集合・解散）
予定本数：700本

記念植樹予定地



息
吹

ibuki
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町
の
名
医
を
目
指
し
て

　
春
う
ら
ら
、濃
い
ピ
ン
ク
の
桃
の
花
が
畑
に
絨
毯
の
様
に

広
が
る
通
勤
路
を
走
り
な
が
ら
、本
来
な
ら
ば
心
ウ
キ
ウ
キ

の
季
節
で
あ
る
が
、
今
年
は
例
年
の
三
倍
と
か
の﹁
花
粉
症
﹂

の
お
か
げ
で
、
目
は
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
、
鼻
は
グ
ズ
グ
ズ
で
外

に
出
る
の
も
億
劫
な
毎
日
が
続
く
。

　
戦
後
、成
長
の
早
さ
に
目
を
つ
け
大
量
に
植
林
さ
れ
た
ス

ギ
の
花
粉
が
原
因
だ
と
人
災
を
指
摘
す
る
人
も
あ
り
、食
生

活
の
豊
か
さ
の
反
動
で
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
体
質
を
持
つ
人
々

が
増
え
て
し
ま
っ
た
と
人
間
自
体
の
変
化
を
言
う
人
も
あ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
万
全
な
体
調
で
な
く
て
は
自
然

の
移
り
変
わ
り
の
素
晴
ら
し
さ
も
味
わ
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
体
調
管
理
つ
ま
り
は
体
の
調
子
の
維
持
が
大
切
。﹁
花

粉
症
﹂な
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、せ
っ
か
く
の﹁
桃
源
郷
﹂

に
住
ん
で
い
て
も
憂
鬱
な
日
が
続
く
ば
か
り
。

　
さ
て
、
組
合
な
ど
の
組
織
に
と
っ
て
も
、
調
子
の
維
持
が

大
切
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。組
織
の
活
性
化
と
い

う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
組
織
内
部
の
調

子
を
整
え
、健
康
体
を
維
持
し
て
お
く
こ
と
で
、外
界︵
自
然
︶

の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
よ
う
と
い
う
も
の
。そ
の
た
め
に

は
、
面
倒
が
ら
ず
に
普
段
の
手
入
れ
を
確
実
に
行
い
、
弱
っ

た
箇
所
は
素
早
く
治
療
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
。

　
中
央
会
は
組
合
等
に
と
っ
て
の
町
医
者
に
喩
え
ら
れ
こ

と
が
あ
る
が
、
町
医
者
は
近
く
で
気
軽
に
行
け
て
便
利
。
大

概
の
病
気
や
け
が
は
治
し
て
く
れ
、運
悪
く
重
病
の
場
合
は

専
門
医
の
い
る
大
病
院
に
紹
介
し
て
く
れ
る
。近
く
の
町
に

名
医
と
言
わ
れ
る
町
医
者
の
老
先
生
が
い
る
が
、
そ
の
先
生

は
総
合
的
な
知
識
と
技
術
を
有
し
、
内
科
・
外
科
を
問
わ
ず

全
て
の
患
者
に
穏
や
か
に
対
応
し
、
熱
心
な
治
療
を
続
け
、

地
域
住
民
か
ら
高
い
信
頼
を
得
て
い
る
。

　
我
々
中
央
会
職
員
も
、組
合
等
の
皆
様
か
ら
高
い
信
頼
を

得
ら
れ
る
よ
う
町
の
名
医
と
な
る
た
め
の
精
進
し
た
い
。

　利用者にとって分かりやすい施策体系を実現するために①中小企業経営革新支援法、②中小企業の創造的事業活動の促進に関する臨時措置法、③新事業創出促進法の三法律を整理統合するとと者にとって分かりやすい施策体系を実現するために①中小企業経営革新支援法、②中小企業の創造的事業活動の促進に関する臨時措置法、③新事業創出促進法の三法律を整理統合する
もに、昨今の経済社会環境の変化を踏まえた施策体系の骨太化を図り、中小企業が柔軟な連携を通じて行う新たな事業活動（新連携）を支援するため、中小企業の新たな事業活動の促進を柱とした新
法「中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律」です。 　　　　　　　　　　　　■お問い合わせ先　中小企業庁事業環境部企画課　http://www.chusho.meti.go.jp/　電話：03-3501-1765（直通）

抱
負
抱
負

紹
　
中
央
会
会
員
の
皆
様
の
事

業
経
営
の
支
援
と
、
経
済
的

地
位
向
上
を
図
る
一
助
に
な

れ
れ
ば
と
、
中
央
会
へ
四
月

一
日
着
任
し
、
業
務
を
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
県
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
会
員
の
皆
様

に
役
立
つ
晴
報
提
供
が
、
迅

速
か
つ
円
滑
に
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
日
夜
奮
闘
し
て
い
る
中
央

会
職
員
二
〇
名
と
力
を
合
わ

せ
て
、
よ
い
結
果
を
出
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

略歴　県指導検査室長
　　　〃産業交流課長

　　　〃消費生活センター所長

　　　H17.4.1から県商工労働部参事

　　　として中央会へ派遣

趣味　魚釣り、ゴルフ

経
営
革
新

環境整備

創
業

新
連
携

創業・中小企業の経営革新等への総合的な支援について
１．使い易さ・分かり易さを追求し、創業・経営革新等に関する従来からの施策を整理・統合。
２．新たな動きである新連携に対する支援を追加し、施策体系全体を骨太化。

１．グローバリゼーションの進展と市場競
争の激化

２．先端分野における目覚ましい技術革新
３．少子高齢化と人口減少
４．環境・医療・福祉分野など社会的要請の
多様化と需要の増大

１．ビジネス時間軸の短縮化とスピード経
営の必要性

２．非系列化と「機能発注」の増大
３．技術・ノウハウの摺り合わせによる高
付加価値の実現・多様な需要への対応

４．自らの「強み」「得意分野」への特化
５．投資におけるリスク最小化

中小企業者が他者と連携
↓

相互に経営資源を補完高い付加価
値を実現
↓

「新連携」を支援

（１）新法関連
○創業・経営革新支援：約31億円
○新連携支援：約46億円
・新連携対策補助金：約41億円
・新連携支援地域戦略会議：約５億円

○地域プラットフォーム支援：約32億円
（２）その他（上記との重複あり）
・スタートアップ支援事業：約42億円
・販路開拓支援：７億円
・経営指導事業：12億円

（１）政府系金融機関による担保・保証人に依存し
ない融資の推進
（２）創業・経営革新・新連携への資金供給の円滑化
【政府系金融機関・信用保証協会】
○創業：創業向け融資・保証
○経営革新：計画承認事業者への融資・保証
○新連携：新連携対応融資・保証制度の創設
（３）中小機構による高度化融資（無利子）
（４）投資育成株式会社法の特例

（１）創業
○設備投資減税（７％税額控除、30％特別償却）
○エンジェル税制
○留保金課税の特例措置
（２）経営革新
○設備投資減税の拡充
　（７％税額控除、30％特別償却、生産額等減少要件の撤廃等）

○留保金課税の特例措置の創設
（３）新連携
○設備投資減税の新設
　（７％税額控除、30％特別償却）

（４）環境整備
○事業所税の特例措置等

経
営
革
新
支
援

中小
創造法

経営
革新法

新事業
創出促進法

○地元関係者、政府系金融機関、民間金融機関、技
術専門家、マーケティング専門家等により構成。
○「新連携」プロジェクトを磨き上げ、連携支援者
が当該事業にコミット。
○事業化まで専門家がフォローアップ。

経済活性化
地域再生

既
存
予
算
の

整
理
・
重
点
化

中
小
企
業
金
融
等
の

円
滑
化
・
充
実

関
連
税
制
の

整
備
・
拡
充
等

中小企業新事業
活動促進法（略称）

新連携支援地域戦略会議

我が国経済社会を巡る
劇的構造変化

市場環境に応じた
柔軟な連携が必要

研
究
開
発
支
援

創
業
支
援

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
等

新
事
業
開
拓
支
援

創
業
支
援

堀内豊彦  ほりうち とよひこ

介



第三種郵便物認可　平成17年５月１日（日曜日）中小企業タイムズ（3）

　平成17年4月以降は、当座預金や利息のつかない普通預金は「決済用預金」として全額
保護され、定期預金や利息のつく普通預金などは、１金融機関につき預金者一人当たり、
元本１千万円までとその利息等が保護されます。

決済用預金はどのような預金ですか？

　決済用預金は「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という３
要件を満たすもので、例えば、当座預金や利息のつかない普通預金が該当します。
　平成17年4月のペイオフ全面解禁後も、預金保険制度により全額保護される
預金です。

預金保護の対象となっている預金等にはどのようなものがありますか？

・当座預金・普通預金・別段預金・定期預金・通知預金・納税準備預金
・貯蓄預金・定期積金・掛け金・元本補てん契約のある金銭信託（ビッグ等の貸
付信託を含む）・金融債（ワイド等の保護預り専用商品に限る）・財形貯蓄決済
用預金以外の保護対象預金等（一般預金等といいます）は１金融機関１人当
たり、合算して1,000万円までとその利息等（定期積金の給付補てん金、金銭
信託における収益の分配等を含みます）が保護されます。なお、1,000万円を
超える部分であっても破たんした金融機関の財産の状況に応じて支払われ
ます（一部カットされる場合があります）

預金保護の対象となっていない預金等にはどのようなものがありますか？

　対照となっていない預金等は以下のとおりです。
・外貨預金・他人、架空名義預金・譲渡性預金・オフショア預金・日本銀行からの
預金（国庫金を除く）・金融機関からの預金（確定拠出年金の積立金の運用部
分を除く）・預金保険機構からの預金・無記名預金・導入預金・元本補てん契約
のない金銭信託（ヒット等）・金融債（保護預かり専用商品以外のもの） 
なお、保護されない預金等であっても破たんした金融機関の財産の状況に応
じて支払われます（１部カットされる場合があります）

保護される預金金額は、金融機関が合併したらどうなるのですか？

　平成15年４月以降に金融機関が合併等を行ったり、営業（事業）のすべてを
譲り受けた場合には、合併等の後１年間に限って、保護される預金等金額の範
囲を、「預金者１人当たり1,000万円×合併等に関わった金融機関の数（例えば、
２行合併の場合は、1,000万円×２＝2,000万円）までとその利息」とする特例
が設けられています。（仮に過去１年間に何度も合併等を行っている場合には、
最後の合併等に関わった金融機関の数でこの特例の計算をします。

預金保険制度
とは？

金 融 ア ラ カ ル ト

業
界
の
声

業
界
の
声

情
報
連
絡
員
の

情

報

連

絡

員

情

 調査対象の50業界のＤＩ値は、製造業においては、「売上高」は悪化、
「収益状況」はやや回復、非製造業においては、３指標ともやや回復し、
全体としては「業界の景況」「収益状況」 がやや回復した。
　一部の企業においては好況感も見られるが、原油価格の高騰の直接・
間接の影響による経費の増加とそれに伴う運転資金 の増加による資
金繰りへの影響により中小企業の経営は一段と厳しくなっており、全
産業において企業間格差がますます拡大している。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成17年 ３月分）

協
同
組
合
　
山
梨
県
鉄
構
工
業
会

　
　
　
　
　
　
専
務
理
事
　
中
込
壹
幸

　

 幸 

氏

 

氏

現
在
の
業
界
状
況
は
？

現
在
の
業
界
状
況
は
？

　
受
注
物
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、全
体
的
に
は
下
降
し
て
い
ま
す
。

　
受
注
単
価
に
つ
い
て
は
、鋼
材
費
が
上
昇
し
て
い
る
た
め
、加
工
費
が
圧
縮
さ
れ

減
少
傾
向
に
あ
り
、全
体
的
に
単
価
が
適
正
単
価
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、鋼
材
購
入
の
た
め
の
立
替
払
い
の
上
昇
に
よ
り
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る

組
合
員
の
声
も
耳
に
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、一
般
的
に
建
築
物
の
計
画
は
四
月
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、当
業
界
が
実
際
に
受
注
す
る
の
が
夏
頃
か
ら
年
末
に
掛
け
て
ま
と

め
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、年
間
を
通
し
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
受
注
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

  

組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
？

組
合
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
？

  

　
現
在
、経
営
近
代
化
委
員
会
、教
育
技
術
安
全
委
員
会
、調
査
情
報
相
互
委
員
会
と

三
つ
の
委
員
会
を
毎
月
一
回
づ
つ
開
催
し
、業
界
の
情
報
収
集
並
び
に
適
正
化
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
組
合
事
業
と
し
て
は
、見
積
作
成
の
経
費
削
減
の
た
め
、組
合
事
務
局
の
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
共
同
積
算
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、組
合
員
企
業
の
品
質
向
上
及
び
平
準
化
を
図
る
た
め
、全
国
鐵
構
工
業
協

会
に
よ
る
工
場
認
定
制
度
に
全
て
の
組
合
員
が
認
定
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。︵
現
在
は
二
九
社
が
認
定
︶

　
左
記
の
認
定
制
度
は
上
か
ら
、Ｓ︵
ス
ー
パ
ー
︶Ｈ︵
ハ
イ
︶Ｍ︵
ミ
ド
ル
︶Ｒ︵
レ
ギ

ュ
ラ
ー
︶Ｊ︵
ジ
ュ
ニ
ア
︶五
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
か
れ
て
お
り
、こ
の
ラ
ン
ク
が
受
注

条
件
に
な
っ
て
い
る
物
件
も
発
生
し
て
き

て
い
る
た
め
、少
し
で
も
早
く
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

後
継
者
問
題
に
つ
い
て
は
？

後
継
者
問
題
に
つ
い
て
は
？

　
現
在
組
合
青
年
部
に
二
九
社
と
組
合
員

の
半
数
が
加
入
し
て
お
り
後
継
者
問
題
は

あ
ま
り
無
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

趣
味
は
？

趣
味
は
？

　
二
週
間
に
一
回
は
映
画
を
見
に
行
っ
て

い
ま
す
。
や
は
り
大
画
面
で
見
る
と
、
テ
レ

ビ
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
迫

力
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
ま
た
、無
尽
会
や
業
界
内
の
有
志
の
方
々

と
旅
行
も
楽
し
み
に
行
っ
て
い
ま
す
。

□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

○
食
料
品
製
造
／
洋
菓
子
関
連
は
、

国
内
向
け
贈
答
用
が
低
調
の
た
め
、

前
年
比
二
％
減
。水
産
物
加
工
は
、

結
婚
披
露
宴
用
食
材
部
門
が
好
調

で
前
年
比
十
八
％
増
。

○
繊
維
・
同
製
品
／
傘
地
は
、デ
パ

ー
ト
へ
の
春
物
の
納
入
に
よ
り
売

上
増
だ
が
、
原
材
料
等
の
値
上
げ

の
影
響
で
収
益
が
悪
化
。
ネ
ク
タ

イ
製
造
は
、企
業
間
格
差
が
拡
大
。

服
地
は
、
秋
冬
物
の
打
合
せ
や
サ

ン
プ
ル
作
成
で
多
忙
だ
が
、
春
夏

物
は
低
調
。

木
材
木
製
品
／
流
通
部
門
の
販
売

量
・
仕
入
量
は
微
増
。
製
造
・
流
通

部
門
と
も
販
売
・
仕
入
価
格
は
不

変
だ
が
、上
向
き
の
業
者
も
あ
る
。

素
材
価
格
は
、
下
げ
止
ま
り
感
が

あ
る
が
、
全
体
的
に
は
価
格
が
伸

び
ず
苦
況
。

○
紙
・
紙
加
工
品
／
原
油
価
格
の

上
昇
と
国
際
パ
ル
プ
市
場
の
上
昇

に
よ
り
、
今
後
の
収
益
へ
の
圧
迫

は
必
至
。

○
印
刷
／
前
年
比
減
で
あ
る
が
、

例
年
同
様
、
三
月
の
売
上
高
は
年

間
最
高
の
実
績
。

○
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
出
荷
量
は
、前
年
比
減
、年

間
全
体
で
は
二
〇
％
減
。
治
山
や

堰
堤
な
ど
の
公
共

土
木
物
件
の
減
少

に
加
え
、民
間
設
備

投
資
の
減
少
が
大

き
な
要
因
。

○
鉄
鋼
機
械
金
属

／
各
メ
ー
カ
ー
の

年
度
末
の
駆
け
込

み
需
要
が
あ
り
、
七
〇
％
の
稼
働

状
況
。
新
年
度
も
大
き
な
好
転
は

期
待
で
き
ず
、
現
状
維
持
で
推
移

す
る
と
予
測
。
一
部
組
合
員
の
売

上
に
微
減
が
見
ら
れ
、
全
体
に
弱

含
み
。

○
宝
飾
品
／
売
上
高
は
前
年
比
増

で
あ
る
が
、
景
気
回
復
の
動
き
は

見
ら
れ
な
い
。

■
非
製
造
業

○
小
売
業
／
各
食
品
小
売
業
と
も

収
益
が
悪
化
。家
電
業
界
は
、需
要

期
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
ヶ
月
ぶ
り

に
前
年
比
減
。
主
力
の
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
電
子
レ

ン
ジ
が
全
て
前
年
割
れ
。自
動
車
は
、

小
型
車
の
販
売
台
数
は
増
加
し
た

が
、売
上
高
は
減
少
、収
益
は
悪
化
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
三
月
下

旬
か
ら
原
油
価
格
上
昇
の
未
転
嫁

分
の
小
売
価
格
へ
の
転
嫁
を
行
っ

た
が
、さ
ら
に
急
騰
が
続
い
た
た
め
、

四
月
に
は
五
円
程
度
の
価
格
の
値

上
げ
が
必
要
。

○
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ
テ
ル
・

旅
館
は
、
三
月
は
前
年
並

み
で
あ
っ
た
が
、
愛
知
万

博
の
影
響
の
た
め
か
四

月
以
降
の
予
約
件
数
が

減
少
。
甲
府
市
内
の
ホ
テ

ル
は
、日
帰
り
出
張
の
増
加
、

長
期
滞
在
が
ウ
イ
ー
ク

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に

奪
わ
れ
、苦
戦
。組
合
員
間

に
お
い
て
も
、
企
業
間
格

差
が
拡
大
。自
動
車
整
備
は
、

車
検
整
備
需
要
が
前
年

比
〇
・
九
％
減
、平
成
十
六

年
度
累
積
で
一
・
一
％
減
。

各
社
の
収
益
状
況
が
悪

化
し
、
業
界
の
景
況
感
は

悪
化
。

○
建
設
業
／
平
成
十
七

年
度
の
山
梨
県
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
が
八

年
連
続
前
年
割
れ
で
、
前

年
比
一
・
八
％
減
。公
共
工

事
予
算
も
前
年
比
三
〜
四
％
減
と

な
っ
て
お
り
、
建
設
業
界
は
今
年

も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
測
。

民
間
工
事
は
、秋
頃
ま
で
は
、大
型

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
・
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
物
件
が
続
く
見
込
み
で
あ

る
が
、
受
注
競
争
に
よ
り
工
事
単

価
が
年
々
低
下
し
、
県
内
業
者
で

は
採
算
割
れ
で
受
注
で
き
な
い
状

況
。鉄
鋼
工
事
は
、原
油
高
等
の
影

響
で
鋼
材
価
格
の
高
騰
が
続
い
て

お
り
、鋼
材
価
格
の
高
騰
が
、資
金

繰
り
を
ま
す
ま
す
圧
迫
し
て
い
る

が
、
金
融
機
関
が
運
転
資
金
を
融

通
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
い
。

○
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー
業
界
全
体

の
景
況
は
良
く
な
い
が
、
三
月
は

異
動
の
時
期
で
あ
り
五
・
七
％
の

売
上
増
。軽
貨
物
は
、月
後
半
は
異

動
に
伴
う
引
っ
越
し
依
頼
が
増
加

し
、断
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、ス
ポ

ッ
ト
配
送
は
前
年
比
微
減
。
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
は
、
売
上
高
は
前
年
並

み
で
あ
る
が
、
荷
動
き
が
若
干
減

少
傾
向
に
転
じ
た
。
企
業
間
格
差

が
拡
大
し
、
保
有
台
数
の
多
少
に

よ
り
景
況
感
に
格
差
。
受
注
量
の

減
少
と
運
賃
の
低
迷
、環
境
・
事
故

防
止
対
策
費
、
燃
料
費
な
ど
の
経

費
負
担
増
が
、収
益
を
圧
迫
し
、事

業
休
止
、廃
業
が
増
加
。

●金融庁・預金保険機構

詳細につきましては金融機関窓口にお問い合わせ下さい。

預金等保護の姿

昭
和
62
和

年
に
建
設
さ
れ
た
鉄
構
会
館

62
年



中小企業タイムズ（4）第三種郵便物認可　平成17年５月１日（日曜日）
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IV

E
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IA
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A
C
T
IV

E
 K

U
M

IA
I

A
C
T
IV

E
K
U

M
IA

I

全
体
環環
境
D
A
Y
実
施

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

入
賞
者者
を
発
表

を
発
表

若
年
従
業
者
の
人
材
開
発
を

　
　
　　
　　   

   
　 　 

研
修
研
修

  

）

（
組
合
研
究
集
会
））

（
組
合
研
究
集
会
）

修（修（

A
C
T
IV

E
 K

U
M

IA
I

中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

山梨県わた寝具商工組合

山梨県印刷工業組合

協同組合ファッションシティ甲府 TOPIX

TOPIX

TOPIX

　
四
月
五
日
、
甲
府

市
川
田
町
に
あ
る

協
同
組
合
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
甲

府︵
愛
称
：
ア
リ
ア
・

デ
ィ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
︶
は
、
組
合
員
各

社
よ
り
約
一
〇
〇

名
の
参
加
を
え
て
、

﹁
全
体
環
境
Ｄ
Ａ
Ｙ
﹂

を
実
施
し
た
。

　
ア
リ
ア
は
、
山
梨

の
風
土
と
伝
統
文

化
に
根
ざ
し
た
知

的
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
な
都
市
空

間
を
創
造
し
、
二
十

一
世
紀
を
見
据
え

た
国
際
的
な
都
市

モ
デ
ル
と
し
て
の

が
、
設
立
当
初
よ
り
快
適
な
空
間
づ
く
り
の
た
め
に
環
境
美
化
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　
﹁
全
体
環
境
Ｄ
Ａ
Ｙ
﹂
と
称
す
る
大
規
模
な
美
化
活
動
を
年
四
回
、

環
境
部
会
を
中
心
と
し
た
美
化
活
動
を
年
二
〇
回
実
施
し
て
お
り
、

草
取
り
、
枯
葉
集
め
、
芝
刈
り
、
消
毒
、
目
土
・
泥
上
げ
な
ど
季
節
に

併
せ
た
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
上
原
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
各
作

業
分
担
の
内
容
、
手
順
等
の
説
明
が
行
わ
れ
、
広
い
団
地
内
の
芝
生

広
場
、
植
栽
、
道
路
、
調
整
池

等
の
美
化
作
業
に
一
斉
に

入
っ
た
。

　
朝
早
く
か
ら
夕
方
ま
で

の
一
日
作
業
と
な
っ
た
が
、

徐
々
に
団
地
内
が
き
れ
い

に
な
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
、

参
加
者
の
汗
に
ま
み
れ
た

顔
は
、
自
分
た
ち
の
苦
労
が

報
わ
れ
た
満
足
感
に
あ
ふ

れ
て
い
た
。

梨
県

業
組
合︵
五
味
孝

理
事
長
︶

は
三
月
二
〇
日
、
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
で
開
催
さ

れ
た
﹁
第
一
〇
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
﹂
に

お
い
て
、
組
合
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集
の
入
賞

者
の
発
表
を
行
い
、
理
事
長
よ
り
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
入
選
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の
表
彰
状
と

賞
金
が
授
与
さ
れ
た
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
募
集
は
、
本
年
度
か

ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
﹁
中
小
企

業
人
材
確
保
推
進
事
業
﹂
の
一
環
で
実
施
し

た
も
の
で
、
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
山
梨
セ
ン
タ
ー

の
助
成
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。
一
月
一
日
の
新
聞
に
て
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
北
は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
よ
り
四
十
四
通
の
応
募
が

あ
り
、
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
、
甲
斐
市
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
小
林
雄
一
朗
さ
ん
、
優
秀
賞
に
は
甲
府
市
の
久
保
田
智
美

さ
ん
、広
島
県
の
堀
江
豊
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

　
ま
た
、
組
合
ま
つ
り
の
当
日
に
は
、
来
場
者
に
本
組
合
の
活
動
内

容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
名
入
り
風
船
、
ト
ラ
ン
プ
、
テ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
、
メ
モ
帳
な
ど
を
配
布
し
た
。
ま
た
、﹁
貴
方
様
と
印
刷
の

関
わ
り
﹂
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
百
二
十
名
よ
り

回
答
が
得
ら
れ
た
。

　
組
合
ま
つ
り
へ
の
初
め
て
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、
組
合
員
と
お

客
様
と
の
交
流
が
図
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
。

　
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組

県

寝
具

組

合
︵
中
込
明
男
理
事
長
、
組
合

員
六
三
社
︶
は
、
笛
吹
市
内
の

ホ
テ
ル
で
若
手
の
人
材
教
育

に
関
す
る
講
習
会
を
開
い
た
。

中
込
理
事
長
は
、﹁
近
年
、
現

状
の
綿
製
造
加
工
業
は
工
場

の
作
業
環
境
に
お
い
て
、
ハ

ー
ド
面
で
は
機
械
化
・
空
気

清
浄
装
置
等
の
整
備
に
よ
り

旧
来
の
作
業
環
境
に
比
し
相
当
程
度
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

若
年
従
業
者
に
魅
力
あ
る
職
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
若
手
の
労
働
モ
ラ
ー
ル
の
向
上
及
び
そ
の

企
業
内
で
の
育
成
に
関
す
る
知
識
等
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
の
講

習
会
を
開
い
た
﹂と
の
べ
た
。

　
講
師
は
評
論
活
動
を
展
開
し
て
い
る
鈴
木
秀
俊
氏
︵
前
山
梨
学
院

大
学
の
野
球
部
監
督
︶
で
、﹁
男
の
子
の
鍛
え
方
﹂﹁
野
球
塾
﹂
他
多
数
の

出
版
図
書
を
出
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
を
﹁
今
こ
こ
で
、
こ
こ
で
今
﹂
と
し
て
約
二
時
間
に
及
ぶ
講
演

に
組
合
員
も
多
数
参
加
し
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
当
研
究
会
は
、
若
年

者
の
労
働
モ
ラ
ー
ル

向
上
の
た
め
職
場
に

お
け
る
教
育
・
指
導
の

方
法
や
動
機
付
け
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
、
鈴

木
氏
の
青
少
年
野
球

監
督
の
長
い
経
験
を

通
じ
て
得
た
実
践
論

を
聞
い
た
。そ
の
結
果
、

少
年
の
心
理
へ
の
働

き
か
け
や
動
機
付
け

に
つ
い
て
の
現
場
で

の
教
育
手
法
に
つ
い
て
、

若
年
従
業
者
に
対
す

る
指
導
方
針
が
明
確

に
示
さ
れ
、
経
営
者

と
し
て
大
変
参
考
と

な
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

決定したシンボルマーク

講習会風景

中込明男 理事長

最優秀賞の小林さん（左）と優秀賞の久保田さん（右）

開会式の様子

作業風景



第三種郵便物認可　平成17年５月１日（日曜日）中小企業タイムズ（5）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

テ
ィ現
状
と
展
望

現
状
と
展
望

ィィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

現
状
と
展
望

テ
ィ

地
域
活
性
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

　
地

の
　

っ
た
。県
内
に
あ
る
企
業
組
合
の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存

な
っ

の
な

で
あ
ろ
う
か
。地
域
で
活
動
を
行
う
中
小
企
業
や
事
業
協
同
組
合
等
に
と
っ
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は

じ
で

の
じ

後
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
係
わ
り
が
で
て
く
る
で
あ
ろ
う
。そ
こ
で
平
成

今
後

の
今

の望
今

十
六
年
度
事
業
と
し
て（
社
）中
小
企
業
診

協
会
山
梨
県
支
部
調
査
研
究
事
業
委
員
会
が
実
施
し
、本
会
が
協
力
を
行
っ
た「
地
域
活
性
化
を
担
う
コ
ミ
ュ

断
協

望
断

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
と
展
望
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」の
概
要
を
掲
載
す
る
。こ
れ
を
機
会
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ

望
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
理
解
を
深
め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ニ
テ

望
ニ

１.
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
定
義

（
1
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
定
義

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
定
義
は
﹁
自

ら
の
地
域
を
元
気
に
す
る
住
民
主
体
の
地
域

事
業
﹂で
あ
る
。も
う
少
し
噛
み
砕
い
て
言
う

と
﹁
地
域
の
問
題
や
課
題
の
解
決
に
思
い
を

抱
く
人
が
広
い
視
野
を
持
ち
つ
つ
、
顔
の
見

え
る
関
係
を
大
切
に
し
て
、
事
業
性
を
考
え

主
体
的
に
活
動
す
る
地
域
の
元
気
づ
く
り
事

業
﹂と
言
え
よ
う
。今
ま
で
の
行
政
や
大
企
業

が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
違
っ
て
、
住
民
自

ら
か
地
域
の
困
っ
た
問
題
や
生
活
の
質
を
上

げ
る
よ
う
な
活
動
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
展
開
し
て

行
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
特
徴
は
①
地
域
住
民
が
主
体
で
あ
、

②
利
益
最
大
化
を
目
的
と
し
な
い
、
③
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
抱
え
る
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、④

住
民
の
働
く
場
を
提
供
す
る
、
⑤
継
続
的
な

事
業
体
ま
た
は
事
業
体
で
あ
る
、
⑥
行
政
か

ら
人
的
、
資
金
的
に
独
立
し
た
存
在
で
あ
る

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
組
織
形
態

と
位
置
づ
け

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
事
業
の
理
念

や
手
法
を
表
わ
す
も
の
で
、
そ
の
組
織
形
態

は
N
P
O
法
人
、
企
業
組
合
、
株
式
会
社
、
有

限
会
社
、任
意
団
体
と
多
様
で
あ
る
。こ
れ
ら

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
相
応
し
い
も

の
で
あ
れ
ば
組
織
形
態
は
問
わ
れ
な
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
経
済
性
か
ら
み

る
と
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
営
利
企
業
と

の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
非
営
利
や
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
社
会
性
の
み
の
追
及
に

偏
る
こ
と
で
も
な
く
、反
面
、営
利
や
経
済
性

の
追
求
の
み
に
偏
る
こ
と
で
も
な
く
、
経
済

性
と
社
会
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
両
者
の

中
問
的
に
位
置
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。他
方
、組
織
特
性
の
面
か
ら
み
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
地
域
に
お
い
て
顔
の
見

え
る
関
係
を
基
礎
と
し
て
い
る
た
め
、
大
企

業
の
よ
う
に
巨
大
な
組
織
な
り
閉
鎖
的
な
集

団
で
行
わ
れ
る
も
の
で
な
く
、
適
正
な
規
模

で
開
放
的
な
組
織
特
性
を
持
っ
て
い
る
と
言

え
る
。

2.
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
抱
え
る
課
題

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
抱
え
る
課
題

を
﹁
山
梨
県
実
施
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
﹂
、﹁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
に

対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
﹂
、﹁
二
〇
〇

四
年
版
中
小
企
業
白
書
﹂
、﹁
千
葉
県
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
実
態
調
査
﹂
か
ら
ま
と

め
る
と
次
の
図
に
な
る
。（
図
1
参
照
）

3.
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
の
方
向

性（1
）非
経
済
効
果
と
経
済
効
果
の
両
立

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、ま
だ
草
創
・

参
入
期
の
段
階
に
あ
り
、そ
の
意
義
・
定
義
が

十
分
に
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
な
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
有
償
で
行
う
ビ
ジ
ネ

ス
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
不
足
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
公
益
性
を
追
求

し
て
い
る
事
業
主
体
が
多
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
、
地
域
住
民
の
生
き
が
い
創
出
と

い
っ
た
非
経
済
活
動
は
一
定
の
成
果
を
上
げ

て
い
る
が
、地
域
産
業
の
振
興
、地
域
密
着
型

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
発
達
、
雇
用
の
創
出
と

い
っ
た
経
済
効
果
は
十
分
な
成
果
を
上
げ
る

に
至
っ
て
い
な
い
。

　
地
域
の
住
民
が
主
役
と
な
り
、
地
域
の
た

め
に
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は

利
益
追
求
を
一
義
と
す
る
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス

と
は
性
格
を
異
に
す
る
が
、や
は
り
、ビ
ジ
ネ

ス
で
あ
る
以
上
、
事
業
収
入
に
よ
り
経
費
を

捻
出
す
べ
き
で
あ
り
、
助
成
金
や
協
賛
金
頼

み
で
事
業
を
運
営
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
業

の
継
続
性
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

　
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
発
展

の
方
向
性
は
、
非
経
済
効
果
と
経
済
効
果
を

両
立
さ
せ
る
べ
く
、
非
経
済
効
果
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
意
識
的
に
経
済
効
果
を
追
求

す
る
こ
と
に
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、事
業
領

域
を
ビ
ジ
ネ
ス
性
の
低
い
も
の
か
ら
、
よ
り

高
い
も
の
へ
と
シ
フ
ト
す
る
か
、
現
在
の
事

業
の
仕
組
み
を
変
革
し
て
収
益
構
造
を
改
善

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
2
）課
題
の
克
服

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
発
展
す
る
た

め
に
は﹁
意
識
・
認
識
不
足
﹂、﹁
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
﹂、

﹁
資
金
不
足
﹂、﹁
人
材
不
足
﹂と
い
う
課
題
を
克

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な
う
団
体
の
自

助
努
力
と
と
も
に
、
行
政
機
関
を
は
じ
め
と

す
る
外
部
機
関
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、

わ
れ
わ
れ
市
民
の
地
域
社
会
に
対
す
る
意
識

の
変
革
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

〈
普
及
・
啓
蒙
活
動
の
強
化
〉

　
今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
の
意
義
、
定
義
を
多
く
の
人
々
に
理

解
し
て
も
ら
い
、そ
の
社
会
的
な
必
要
性
を

認
識
し
て
も
ら
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
提
供
、
創

業
に
関
す
る
研
修
の
開
催
、
相
談
窓
口
の
設

置
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

〈
支
援
活
動
の
充
実
・
強
化
〉

　﹁
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
﹂、﹁
資
金
不
足
﹂、﹁
人
材
不

足
﹂を
克
服
す
る
た
め
に
、専
門
家
や
事
業
経

験
者
に
よ
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、人
材
教
育
な
ど
の
支
援
活
動
を
充
実
・

強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、﹁
資

金
不
足
﹂、﹁
人
材
不
足
﹂を
克
服
す
る
た
め
に
、

公
益
性
の
高
い
事
業
に
対
す
る
行
政
の
財
政

的
支
援
、
寄
付
金
な
ど
に
よ
る
資
金
援
助
を

誘
導
す
る
た
め
の
法
的
整
備
、
事
業
が
軌
道

に
乗
る
ま
で
の
人
件
費
の
一
部
助
成
制
度
の

充
実
な
ど
の
政
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。さ
ら
に
、﹁
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
﹂、﹁
資
金
不

足
﹂を
克
服
す
る
た
め
に
、行
政
の
下
請
的
存

在
と
し
て
の
業
務
委
託
で
は
な
く
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
の
関
係
構
築
、
公
設
試
験
機

関
や
大
学
研
究
室
の
支
援
、商
工
指
導
団
体

の
支
援
、
地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
支
援

な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

〈
組
織
形
態
の
見
直
し
〉

　
N
P
O
法
人
は
収
益
性
に
関
す
る
意
識
が

弱
く
、
事
業
の
継
続
性
が
危
惧
さ
れ
る
た
め

企
業
組
合
、
会
社
な
ど
の
組
織
形
態
に
変
更

し
て
、公
益
性
を
実
現
し
な
が
ら
も
経
済
性
を

追
求
す
る
こ
と
で
収
益
構
造
を
改
善
し
て﹁
資

金
不
足
﹂を
克
服
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、平
成
十
七
年
に
は
、中
小
企
業
向
け
の

新
会
社
法
が
制
定
さ
れ
る
。そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

新
会
社
法
が
制
定

れ

。そ
の
ポ

ン

は
、

株
式
会
社
と
有
限
会
社
が
一
つ
の
法
律
に
同

居
し
、
有
限
会
社
は
出
資
一
口
金
額
や
資
本

金
が
定
款
の
記
載
事
項
か
ら
は
ず
さ
れ
、
株

式
会
社
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
一
名
で
よ
く

監
査
役
も
必
要
な
い
と
い
う
よ
う
に
商
法
と

有
限
会
社
法
等
が
統
合
さ
れ
る
。そ
れ
か
ら
、

最
低
資
本
金
の
規
制
が
撤
廃
さ
れ
る
の
で
、

会
社
を
設
立
し
や
す
く
な
る
。ま
た
、先
述
し

た
よ
う
に
日
本
型
L
L
C
と
い
う
合
名
会
社

と
株
式
会
社
等
の
中
間
的
な
新
会
社
類
型
が

誕
生
す
る
。こ
う
し
た
新
会
社
法
に
よ
る
制

度
に
則
り
、
組
織
形
態
の
変
更
を
検
討
す
る

こ
と
も
検
討
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

会
社
形
態
に
変
更
す
れ
ば
、
権
限
と
責
任
が

明
確
に
な
り
、自
ず
と﹁
人
材
の
育
成
﹂、﹁
次
世

代
の
育
成
﹂を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
、経
済

性
を
追
求
す
る
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
ノ

ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

N
P
O
法
人
に
み
ら
れ
が
ち
な
﹁
非
営
利
追

求
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
混
同
﹂
意

識
を
変
革
し
て
、﹁
非
営
利
と
は
利
潤
を
関
係

者
に
分
配
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
会
計
利

潤
が
毎
期
ゼ
ロ
で
な
い

と
い
け
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
事
業
を
継
続
す

な
い
。
事
業
を
継
続
す

る
た
め
に
は
当
然
剰
余
金︵
利
潤
︶が
必
要
で

あ
る
﹂と
い
う
認
識
を
組
織
と
し
て
共
有
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

〈
収
益
構
造
の
改
善
〉

　﹁
人
材
不
足
﹂を
克
服
す
る
た
め
に
は
支
援

活
動
を
充
実
・
強
化
す
る
だ
け
で
な
く
、自
助

努
力
に
よ
り
収
益
性
を
改
善
し
て﹁
低
賃
金
﹂

を
解
消
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
以
上
過
大
な
賃
金

を
払
う
べ
き
で
は
な
い
が
、
事
業
に
専
念
す

る
人
の
生
活
を
賄
え
る
程
度
の
賃
金
を
払
う

べ
き
で
あ
る
。賃
金
で
生
活
が
保
障
さ
れ
れ
ば
、

時
間
的
・
精
神
的
に
よ
り
事
業
に
専
念
す
る

こ
と
が
で
き
、﹁
一
部
ス
タ
ッ
フ
に
過
度
な
負

担
﹂、﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
存
﹂と
い
う
課
題
を

克
服
で
き
る
。収
益
構
造
の
改
善
方
法
は
、﹁︵
1
︶

非
経
済
効
果
と
経
済
効
果
の
両
立
﹂
で
提
示

し
た
よ
う
に
、
事
業
領
域
を
ビ
ジ
ネ
ス
性
の

低
い
も
の
か
ら
、
よ
り
高
い
も
の
へ
と
シ
フ

ト
す
る
か
、
現
在
の
事
業
の
仕
組
み
を
変
革

す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
自
助
努
力
で

実
現
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

（
3
）社
会
的
使
命
の
貫
徹

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
今
後
さ
ら

に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
を
十
分
に
持
っ
て

お
り
、そ
の
担
い
手
と
な
り
う
る
事
業
形
態
、

組
織
形
態
は
多
様
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、経
済

性
を
追
求
し
て
収
益
構
造
を
改
善
す
る
こ
と

を
強
調
し
た
が
、そ
の
本
意
は
、﹁
公
益︵
地
域

の
利
益
︶を
実
現
す
る
﹂と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
社
会
的
使
命
を
果
た
す
た
め

に
は
、
助
成
金
や
協
賛
金
頼
み
で
事
業
を
運

営
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
収
入
で
経
費
を

捻
出
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
の
継
続
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。単
に
収
益
性
を
追
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

普
通
の
企
業
と
同
じ
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
と
は
い
え
な
い
。し
か
し
、赤
字
が
続
い

て
事
業
を
継
続
で
き
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な

い
。
経
済
性
も
追
求
し
て
事
業
を
継
続
す
る

こ
と
に
よ
り
、﹁
公
益︵
地
域
の
利
益
︶を
実
現

す
る
﹂
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

社
会
的
使
命
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
な
の
で
あ
る
。

■
出
典
　「
平
成
十
六
年
度
マ
ス
タ
ー
セ
ン
タ

ー
補
助
事
業
　
地
域
活
性
化
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
と
展
望
に
関
す
る
調
査

研
究
報
告
書
」（
社
）中
小
企
業
診
断
協
会
山
梨

県
支
部

■意識・認識不足
コミュニティビジネスに対する意識・
認識が不足しており、経済性を軽視し
ている

■ノウハウ不足
事業として未完成、組織力が脆弱、経
営管理力の不足、営業力が弱い

■資金不足
事業資金の制約と調達困難、事業収入
の低迷（赤字経営）、低賃金、安定収入
が少ない

■人材不足
人材の固定化、一部スタッフに過度な
負担、ボランティア依存、スタッフ不
足、人材の育成、次世代の育成

コミュニティビジネス

経済効果
地域産業の振興
地域密着型の各種サー
ビスの発達
雇用の創出

非経済効果
コミュニティの再生
地域住民の生き甲斐創出
その他

十分な効果を上げていない 一定の効果を上げている

課題克服 さらに充実

経済効果の追求による非経済効果
の継続性を実現

行政（官・学）の支援/外部機関（産）
との連携

■行政（官・学）の支援内容
◇行政からの下請的存在では
　なく良きパートナーとして
　の関係構築
◇県・市町村等行政の関係所
　管部署からの支援
◇中小企業団体中央会等当該
　団体が所属している上位団
　体からの支援
◇中小企業支援センター、商
　工会議所、商工会等商工指
　導団体からの支援
◇雇用能力開発機構、高齢者
　雇用開発協会等雇用促進団
　体からの支援
◇工業技術センター等公設試
　験研究機関からの支援
◇大学の研究室、ＴＬＯ等大
　学関係機関からの支援など

■外部機関（産）との連携内容
◇団体参画企業等団体に所属
　している地元企業との連携
◇生産委託、販売委託等経済
　的な補完関係になりえる企
　業との連携
◇協同組合、異業種交流グル
　ープ等目的を共有できる地
　元企業との連携など

（
図
1
）
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組合事務局 Hello!Hello!

山梨県石材加工業協同組合甲府の中心部、甲府法人会館の１階に事務局がある
山梨県石材加工業協同組合。
墓石の加工・設置等をはじめとする
石材加工業を行う事業者で構成されている。
この組合の事務局を任されているのが、
事務局職員の丸山さんである。

設立／昭和30年4月6日

所在地／山梨県甲府市中央4-2-21

理事長／深沢芳次

組合員数／31人　出資金／2,720千円　職員数／1人

TEL／055-227-1483（いしやさん）

FAX／055-227-1482

URL／http://www.stone.or.jp/

E-mail／info@stone.or.jp Hello!

事務局員：丸山勝子さん

　
　
組
合
の
活
動
は
？

　
十
一
月
十
四
日
を
い
い
石
の
日
と
し
て
、
記
念
講

演
会
の
実
施
や
各
事
業
所
に
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す
る

な
ど
、
記
念
日
に
あ
わ
せ
て
業
界
と
組
合
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。こ
の
日
は
、日
本
記
念
日
協
会
に
登
録
し
、

正
式
な
記
念
日
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

甲
府
仏
教
会
が
八
月
十
六
日
に
荒
川
で
行
っ
て
い
る

お
盆
送
り
行
事
﹁
灯
籠
流
し
﹂
へ
の
協
力
や
、
業
界
の

知
名
度
・
地
位
向
上
に
関
す
る
事
業
な
ど
、
組
合
内
部

の
委
員
会
活
動
を
中
心
に
積
極
的
に
事
業
展
開
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
 

　
　
い
ま
す
か
？

　
労
働
保
険
の
事
務
手
続
き
や
経
理
、
組
合
員
へ
の

案
内
発
送
等
の
事
務
全
部
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
の
導
入
に
よ
り
事
務
処
理
は
簡
易
に
な
っ
た

部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
対
人
的
な
業
務
は
今
ま
で
ど

お
り
時
間
と
手
間
が
か
か
る
も
の
が
多
い
で
す
。
今

は
、
労
働
保
険
の
手
続
き
や
決
算
が
重
な
り
忙
し
い

時
期
で
、
毎
日
送
付
し
て
い
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

︵
お
悔
や
み
欄
に
掲
載
さ
れ
る
喪
主
宛
の
墓
石
案
内
︶

の
宛
名
書
き
は
自
宅
に
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
事
務
局
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
組
合
員
の
皆
様
が
事
務
所
に
来
や
す
い
よ
う
に
、

応
対
に
は
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
以
外
の
一

般
の
方
に
も
、
笑
顔
で
応
対
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　
組
合
員
の
元
気
な
顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し

い
。
ま
た
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
時
は
、
毎
日
送
っ
て
い
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
実

感
し
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
事
務
局
が
一
人
だ
け
な
の
で
銀
行
等
へ
出
か
け
、

事
務
所
が
留
守
に
な
る
こ
と
が
困
っ
て
い
ま
す
。
事

務
所
に
誰
も
い
な
い
と
な
る
と
、
せ
っ
か
く
来
て
い

た
だ
い
た
方
に
迷
惑
が
か
か
る
の
で
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。

　
　
趣
味
は
？

　
書
道
と
読
書
で
す
。
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は
書
道

の
腕
前
を
活
か
し
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
で
昔
は
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
や
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い

ま
し
た
が
最
近
は
忙
し
く
て
あ
ま
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
組
合
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　
﹁
甲
府
城
の
復
元
は
地
元
の
技
術
で
！
﹂
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
当
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
元
業
者
の
活

用
を
訴
え
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

QQQQQQQ

笑顔を忘れず笑顔を忘れず
がんがんばっていますています!
笑顔を忘れず
がんばっています!

GUNNAI-SHISHO DAYORI

QQQQ

A1

A2

A

Q

　定数を満たない役員選挙等について　
　定款上の理事の定数が「40名以上45名以内」と定められている
組合において役員の選挙を行ったが、30名しか選出されなかった。
この場合どのような処理を行うべきか（この組合の役員選挙の方
法は定款で連記式無記名投票又は指名推選制度をとることになっ
ている）。

　連記式無記名投票を行った場合は、選ばれた30名は役員として
有効です。ただし、定款に満たないから、残りの人数について、当該
総会において、総会の続会の決議を行っておき、後日選挙を再度行
うか新たに総会を開催して、残りの10名分について選挙をやり直
す必要があります。この場合、不足分を選ぶ総会は可及的速やかに
開催される必要があります。
　なお、このまま残りの役員の選出を行わないで、いつまでも30人
のままでいることは定款違反となるので、行政庁における業務改
善命令の対象となり得ます。また、役員候補者が定数に満たないよ
うな組合においては、定款改正を行い、実情にあった定数にする必
要があります。

　指名推選で30人を選んだとすると、指名推選の場合は分けて行
ってはならないこととなっているので、違法となり、この場合は再
度全員について選びなおすこととなります。

　定款変更の効力発生時期について 
　中協法第51条第２項において「定款の変更は、行政庁の認可を受
けなければその効力を生じない」と規定されているが、変更した場
合、その効力の発生時期は、認可をしたときであるか、あるいは組
合が変更議決をしたときに遡及するか。 

　定款変更の効力は、行政庁が認可をしたときに発生し、組合が定
款変更を議決したときに遡及しないものと解されます。
　なお、効力発生時期をさらに厳密にいえば、定款変更の認可は、
行政処分ですから、行政庁において決裁を終わった日又は認可書
を作成した日にその効力が発生するのではなく、認可があったこ
とを組合が知り得たとき、すなわち認可書が組合に到着したとき
から効力が発生することになります。 

郡内支所
だより

　
富
士
河
口
湖
町
の
根
場
民
宿
協
同
組
合
は
、

富
士
五
湖
の
一
つ
西
湖
の
西
岸
に
位
置
し
、

青
木
ヶ
原
樹
海
と
富
士
山
を
正
面
に
仰
ぐ
恵

ま
れ
た
立
地
条
件
に
あ
る
。元
々
は
、現
在
よ

り
北
側
に
、
茅
葺
き
民
家
を
主
体
と
し
た
集

落
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
昭
和
四
一
年
九
月

台
風
二
六
号
の
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
で
集
落
全
体
を
現
在
の
場
所
に

移
転
、民
宿
村
を
形
成
し
た
。

　
昭
和
四
三
年
任
意
組
織
で
あ
る
﹁
根
場
民

宿
組
合
﹂
を
設
立
し
民
宿
村
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
、
特
に
学
生
を
中
心
に
宿
泊
客
が

年
々
増
加
し
、全
盛
期
に
は
、年
間
約
四
万
人

の
学
生
団
体
と
個
人
客
が
宿
泊
利
用
し
て
い

た
。し
か
し
、雨
天
時
に
集
会
を
行
う
場
所︵
施

設
︶
が
無
い
た
め
、
他
地
区
又
は
、
他
の
宿
泊

施
設
に
利
用
客
が
流
れ
る
傾
向
が
出
は
じ
め
、

こ
れ
ら
対
策
と
し
昭
和
六
〇
年
協
同
組
合
を

設
立
し
て
体
育
館
を
建
設
し
た
。組
合
は
、顧

客
の
斡
旋
、資
材
の
購
買
、宣
伝
活
動
等
を
行

い
、
民
宿
村
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
が
現
在
で
は
、
少
子
化
等
に
よ
り

誘
客
が
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

　
根
場
民
宿
村
は
、災
害
か
ら
約
四
〇
年
、協

同
組
合
設
立
か
ら
約
二
〇
年
経
過
し
て
過
渡

期
を
迎
え
た
。時
を
あ
わ
せ
て
、平
成
一
五
年

町
村
合
併
に
よ
り
新
町
の
富
士
河
口
湖
町
が

誕
生
し
た
。
そ
の
新
町
の
町
活
性
化
策
の
目

玉
と
し
て
、旧
根
場
地
区
の
開
発
機
関
五
年
、

総
事
業
費
十
二
億
円
の
壮
大
な
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト﹁
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
﹂が
持
ち
上

が
り
平
成
十
六
年
度
よ
り
工
事
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　
こ
の﹁
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
﹂プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
災
害
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
茅
葺
き

集
落
景
観
の
再
生
に
よ
り
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
、
自
然
環
境
を
舞
台
に
観
光
交
流
を
軸

と
し
た
地
域
の
活
性
化
策
で
あ
る
。
平
成
十

九
年
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
根
場

地
区
の
イ
ン
フ
ラ
面
の
整
備
は
、
急
速
に
進

行
す
る
。
民
宿
村
あ
る
い
は
根
場
地
区
住
民

が
、
こ
れ
ら
﹁
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
﹂
施
設

を
有
効
活
用
で
き
る
か
は
、
組
合
が
施
設
を

生
か
し
た
新
ソ
フ
ト
事
業
の
開
発
が
出
来
る

か
。ま
た
、い
や
し
の
里
の
運
営
コ
ン
セ
プ
ト

を
ど
こ
に
持
っ
て
い
き
、
ど
ん
な
組
織
で
運

営
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

過
渡
期
の
民
宿
村
の
活
性
化
策
と
成
る
か
、

単
に
乱
開
発
と
し
て
し
ま
う
か
こ
れ
ら
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
掛
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い

い
と
思
う
。
町
内
に
存
在
す
る
ぞ
れ
ぞ
れ
の

観
光
地
間
あ
る
い
は
、
行
政
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
重
要
視
さ
れ
、
今
後
中
央
会
も

こ
れ
ら
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
の

機
能
を
発
揮
す
る
時
を
迎
え
る
。

西湖いやしの里根場

茅葺き民家の復元風景
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MEET THE 理事長

Study
room

　
今
月
の「
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
理
事
長
」は
、山
梨
ア

ク
セ
サ
リ
ー
協
同
組
合
の
古
屋
英
明
理
事
長
に
登
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て

　
最
初
か
ら
宝
飾
関
係
で
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
二
〇
歳
く
ら
い
の
と
き
に
た
ま
た
ま
修
行
に
入
っ
た

会
社
に
、知
人
と
い
う
か
同
郷
の
人
が
い
た
と
い
う
の
と
、

も
と
も
と
商
売
す
る
の
が
好
き
な
方
だ
っ
た
の
で
、
特
に

違
和
感
も
な
く
こ
の
仕
事
に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

最
初
は
、
社
長
の
か
ば
ん
持
ち
み
た
い
な
形
で
販
売
業
務

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
ほ
ど
経
験
し

た
頃
、
段
々
自
分
自
身
が
一
国
一
城
の
主
と
し
て
や
っ
て

み
た
い
気
持
ち
が
芽
生
え
、
三
〇
歳
の
時
に
今
の
会
社
を

独
立
さ
せ
ま
し
た
。

●
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て

　
立
ち
上
げ
た
時
は
旧
双
葉
町
に
あ
る
〜
双
葉
高
原
団
地

〜
内
で
始
め
ま
し
た
。
会
社
名
に
﹃
双
葉
﹄
と
つ
け
た
き
っ

か
け
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
名
前
と

い
う
よ
り
は
、
他
と
の
差
別
化
や
何
か
特
徴
の
あ
る
名
前

を
と
思
い﹃
双
葉
古
屋
﹄に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
業
界
は
、
一
般
的
に
商
品
自
体
高
額
の
も
の
と
い

う
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
半
貴
石
が
主
流
と
な
っ
て

お
り
、私
の
会
社
で
も
女
性
も
の
を
中
心
に
、今
話
題
の
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
入
り
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ど
平
均
単
価
が
三

千
円
の
も
の
を
メ
イ
ン
に
扱
っ
て
い
ま
す
。今
は
、海
外
か

ら
安
く
て
い
い
も
の
が
す
ぐ
に
手
に
入
る
時
代
で
す
。
宝

飾
業
界
全
体
そ
れ
ぞ
れ
が
地
場
産
品
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
な
か
で
、や
は
り
い
か
に
製
品
の
差
別
化
、オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
打
ち
出
し
て
い
く
か
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
活
動
に
つ
い
て





理
事
長
と
い
う
職
は
、田
舎
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
監
督

み
た
い
な
も
の
で
。自
分
自
身
も
仕
事
を
抱
え
る
中
で
、そ

の
集
ま
っ
た
仲
間
と
と
も
に
い
か
に
成
果
を
上
げ
て
い
く

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修

会
事
業
実
施
し
た
り
、
組
合
活
動
を
通
じ
て
た
だ
の
無
尽

会
で
は
な
く
〜
そ
れ
ぞ
れ
が
出
し
惜
し
み
を
し
な
い
〜
、

お
互
い
持
っ
て
い
る
い
い
も
の
を
引
き
出
す
た
め
の
情
報

交
換
の
場
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
理
事
長
と
し
て
の
役
目

で
す
し
、自
分
自
身
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

●
趣
味
、余
暇
の
過
ご
し
方
に
に
つ
い
て

　
読
書
や
ゴ
ル
フ
で
す
が
、
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
は
月
に
多

い
と
き
で
六
回
く
ら
い
行
き
ま
す
。
だ
い
た
い
月
に
平
均

四
回
は
行
き
ま
す
の
で
週
に
一
回
は
行
っ
て
る
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。

●
座
右
の
銘
に
つ
い
て

　
い
つ
も
思
う
事
は
、
〜
人
の
痛
み
の
わ
か
る
人
間
に
な

る
〜
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
勝
手
に
生
き

る
の
で
は
な
く
、
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
物
事
が
考
え
ら

れ
る
人
で
い
た
い
で
す
ね
。
商
売
を
進
め
て
行
く
上
で
も

大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。　





他
に
は
、〜
止
ま
な
い
雨
は
な
い
〜
、〜
明
け
な
い
夜
は

な
い
〜
と
い
う
言
葉
も
好
き
で
す
。

山梨アクセサリー協同組合
〒400-0041　甲府市上石田4-16-16　㈱双葉古屋内
TEL
055-228-9477　FAX
055-228-9478

山梨アクセサリー協同組合

理事長　古屋英明

「企業の社会的責任（Corporate　Social　Responsibility）という言葉をご存じでしょうか。

CSRとは企業が社会の一員として果たすべき責任のことです。

　今日、企業を取り巻く環境は大きく変化しています。経済活動のグローバル化の進展、地

球環境問題に関する関心の広がり、国際的な人権意識の高まり・・・こうした中で、企業が社

会に果たすべき責任の重要性がクローズアップされてきています。企業の活動が国際的に

も国内的にも様々なところに及び、社会に及ぼす

影響が非常に大きくなっているからです。

　商品の虚偽表示やリコール隠しが消費者の不信

を招き、企業の存続を危うくしかねない事件が相

次ぎだのも記憶に新しいところです。一方、企業が

社会的責任を果たしているかどうかを基準に投資

するSRI(社会的責任投資)も注目されています。

　これらの企業に求められるものは何か－企業の

あり方を改めて問い直し、ステークホルダー（消費者、、

投資家、取引先、従業員、地域社会などの利害関係者）

とのコミュニケーションを深め、社会とともに発展

していく企業をめざすことです。地球全体を考え、

社会とのつながりを大切にすることが、これからの

企業に問われています。

　CSRは社会からの要請であると同時に、企業自身にさまざまなメリットをもたらします。

ここでは、「リスク･マネジメントの強化」、「ブランド価値の向上」、「優秀な人材の確保」、「市

場からの評価」の4点を取り上げます。


（1）リスク・マネジメントの強化 
　21世紀初頭、世界の大企業が社会からの信頼を失う事態が続発しました。米国では、2001

年末にエネルギー大手のエンロンが、そして翌年には長距離通信業界で国内第2位を占めて

いたワールドコムが、粉飾決算の発覚により破たんに追い込まれました。

　日本でも多くの企業で不祥事が相次いで明るみに出ました。このような事件が、コーポレ

ートガバナンスの機能不全、問題を隠蔽する企業体質、経営トップと現場との乖離、国民･消

費者の視点の欠落などの問題点を露呈させた結果、国民や投資家は多くの企業に対して懐

疑的な目を向けざるを得なくなりました。

　CSRへの積極的な取組みは、各側面について生じうるリスクを十分に検討分析し、実態を

把握するとともに対策を事前に講ずることにつながります。それにより、リスクを回避でき

る可能性が高まることは確かです。


（2）ブランド価値の向上

　コーポレート･ブランドは、“インタンジブル・アセット”（無形資産）として近年脚光を浴び

ています。なぜなら、市場が成熟するにつれてコーポレート･ブランドこそが消費者の「製品･

サービスの選択動機」として重要な役割を果たすようになってきているからです。

　こうした理由から、CSRへの積極的な取組みは顧客のブランド･ロイヤリティーを高める

効果があると考えられています。「環境」、「女性の活躍」、「フェアトレード」など、CSRへの取

組みをコーポレート・ブランドの強化に役立てているケースは、日本にも海外にも数多く見

出すことができます。米国では毎年「世界で最も賞賛される企業（Global
Most
Admired
Company）」

（フォーチュン誌）や「世界で最も尊敬される企業（World's
 Most
 Respected
 Company）」

（ファイナンシャル・タイムズ誌）などが発表されており、世界から注目を集めています。


（3）優秀な人材の確保 
　グローバル経済や情報化社会が進展するにつれ、優秀な人材を獲得して能力を最大限に

引き出す職場環境を実現することが企業にとって従来以上に重要になってきています。また、

わが国においては少子高齢化の進展により、生産年齢

人口（15〜64歳）の割合は、1995年の70%から2025年

には60%、2050年には55%まで低下するとされていま

す（厚生省
国立社会保障･人口問題研究所の中位推計よ

り）。

　こうした状況を踏まえ、企業は優秀な人材の獲得の

ための差別化戦略づくりに取り組む必要があります。

近年、企業の理念やビジョンを就職先選択の鍵と考え

る人が増加しつつあり、CSRに対する企業姿勢を明確

化することで差別化を図ろうとする動きが広がりそう

です。また、CSRへの取組みが従業員の誇りや社内の団

結力の強化につながると評価する企業もあり、労働市

場が流動化する中、優れた人材に長く勤めてもらうた

めの有効な一手段としても注目されます。


（（44（4（4）市場からの評価）市場からの評価4）4）   価 価 
　近年、CSRは企業の将来業績を予測する上で重要な“ノン・フィナンシャル・インディケー

ター”であるとみなされるようになってきました。こうしたことを背景に、CSRに前向きに

取り組む企業を評価しようという動きが株式市場の中でも広がりつつあります。このよう

にCSRの観点からの企業分析を積極的に取り入れた投資手法を「社会的責任投資（SRI）」と

言います。

　米国では主要運用資産の約12%が何らかのSRIの手法を取り入れており（2001年）、欧州で

も英国年金法などを皮切りにSRIの市場が急激に拡大しています。わが国においても1999

年から企業の環境対策に着目したエコ・ファンド（投資信託商品）が発売されています。現在

では、環境だけではなく、法令順守、企業統治、市場、社会などより広い要素を取り込んだSRI

ファンドが開発されるようになりました。世界のSRIの資産規模は300兆円を超えるとも言

われ、株価に与えるその影響力は無視することができません。

　今回は、「CSR」の概略についてふれました。まだまだ馴染みが少ない「CSR」ですが、21世
紀の企業経営にとって重要なキーのひとつとなることは間違いないでしょう。
参考：冊子「一人ひとりから、はじめよう。」発行(財)人権教育啓発推進センターCSRアーカイブスHP

「企業の社会的責任（「 CSR（C ）」とは

企業の社会的責任（企業の社会的責任（CSRCSR（（ ））RR

●法令、社会的規範の遵守、社

●有用な製品・品・サービスの提供・サ

●収益の獲得と納税

●株主利益の保護

　　　　　　　　　　ほか

●積極的な情報開示と
　双方向コミュニケーション

●環境への配慮

●誠実な顧客対応

●社員のキャリアアップ支援、
　家庭との両立への配慮

●社会活動への関与
　　　　　　　　　　　ほか

拡
　
　
大

拡
　
　
大

拡
　
　
大

拡
　
　
大

拡
　
　
大

拡
　
　
大

　
　

取
扱
い
商
品
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ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

job support

■

学
生
の
就
職
活
動
が
真
っ
盛
り
だ
が
、
世
の
中
に
は
求
職
者

の
就
職
を
支
援
す
る
会
社
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
採
用
を
代
行
す

る
会
社
も
あ
る
。
採
用
代
行
会
社
の
利
用
は
、
採
用
担
当
者
を
配

置
し
て
い
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
中
小
企
業
が
多
い
と
い
う
。
採
用

代
行
会
社
で
は
、
新
卒
、
中
途
を
問
わ
ず
、
第
一
次
選
考
ま
で
を
実

施
し
、
依
頼
元
会
社
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
。
依
頼
元
で
は
一
次

の
篩(

ふ
る
い)

に
か
け
ら
れ
た
求
職
者
か
ら
二
次
選
考
以
降
を
実

施
し
、
採
用
と
な
れ
ば
代
行
会
社
に
報
酬
を
支
払
う
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。

　
採
用
代
行
会
社
に
依
頼
を
し
て
採
用
は
で
き
て
も
、
自
社
で
の

育
成
シ
ス
テ
ム
が
な
け
れ
ば
新
卒
者
の
定
着
率
は
悪
く
な
る
。
定

着
性
を
高
め
る
た
め
、
各
企
業
向
け
の
内
部
教
育
請
負
会
社
が
必

要
な
時
代
も
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

■

中
小
企
業
の
採
用
傾
向
は
、
無
理
し
て
新
卒
を
採
用
す
る
よ

り
も
、
即
戦
力
と
な
る
ス
キ
ル
保
有
者
の
中
途
採
用
が
強
ま
る
も

の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
が
企
業
の
採
用
活
動

に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
ま
だ
数
年
先
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
少
子
化
に
な
っ
て
も
、
新
卒
採
用
は
中
途
同
様
に
短
期
間
で

戦
力
と
な
る
よ
う
な
学
生
が
優
先
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
内
定
が

得
ら
れ
な
い
学
生
は
生
じ
る
。
決
し
て
少
子
化
が
学
生
の
就
職
に

有
利
に
働
く
と
は
限
ら
な
い
。

■

現
在
﹁
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
な
し
﹂
に
は
、
一
般
の
求
職
者

に
混
じ
っ
て
現
役
学
生
や
未
就
職
の
新
卒
者
も
訪
れ
る
。
現
在
も

活
動
し
て
い
る
新
卒
者
は
、
概
し
て
社
会
研
究
や
企
業
研
究
が
不

足
し
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
や
志
望
会
社
の
情
報
提
供
か
ら
、
応

募
上
の
考
え
方
や
不
足
点
を
補
う
指
導
や
面
接
訓
練
を
す
る
こ

と
で
、内
定
を
得
ら
れ
る
人
は
多
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
、
社
会
へ
の
問
題
意
識
が

少
な
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
等
が
彼
ら
に

対
す
る
面
接
の
評
価
で
あ
る
が
、
彼
ら
に
も
知
識
か
ら
実
践
へ
と

具
体
的
に
教
え
る
こ
と
は
出
来
る
。
手
を
か
け
自
信
を
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

■

昨
年
の
採
用
動
向
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
社
内
育
成

が
で
き
な
い
た
め
新
卒
採
用
は
し
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
団

塊
の
世
代
の
定
年
を
前
に
、
思
い
切
っ
た
採
用
と
社
内
教
育
に
よ

る
技
術
の
伝
承
、
事
務
の
伝
承
を
検
討
す
る
時
期
が
近
づ
い
て
き

た
。

　４月９日、10日の２日間、甲府市中央「かすがも〜る通り」にお

いて、第35回信玄公祭りの一環として催された“賑わい城下町”

に当中央会と当会女性部が出店した。“賑わい城下町”では来街

者に対して様々な団体が飲食品を中心に販売を行ったが、

通りのほぼ中央に設営されたテントで当会が提供したの

は、木臼と杵でついた“つきたてのお餅”である。日本には

古くから餅を食べる習慣があるが、これは餅を食べるこ

とで神の霊力を体内に迎え、生命力の再生と補強を願っ

たものとされている。また、年間で最も重要な神祭のお正

月を年玉（年魂）といい、昔は家族やゆかりの人に餅を配

る風習が各地にあり、戦後の食糧難時代にもつきたての

餅を近所に配り歩く家庭が少なくなかった。

　このように日本文化に根ざす縁起物として、しかも目

の前で作られるつきたての餅とあって、買い求めるお客

様で行列ができるほどの大盛況であった。また、現代では体験す

る機会が少なくなった“餅つき”に挑戦を申し出る来街者も多く、

即席の“餅つき教室”が開講。初夏といってよい日差しの中、額に

汗しながら杵をふるう来街者へのかけ声が通りに響いた。

　協同組合山梨県ジュエリー協会（松葉惇理事長）は4月7日・8日

の2日間にわたり甲府市の「アイメッセ山梨」において「第34回甲

府ジュエリーフェア（Kofu
Jewelry
Fair
2005）」を開催した。

　フェアは、県内の有力ジュエリーメーカーなど約100社が一同

に会した総合展示会で、全国各地から貴金属加工や流通業者など

のバイヤーが訪れた。宝飾製品の産地である山梨から、新作などを

全国に発信するのこの展示会は、業界では常に注目を集めている。

　2日間の来場者数は2,769人、総売上約33億円で、昨年度をはる

かに上回る成果を挙げて終了した。

　また、4月9日は、信玄公まつり輝きの祭典『大宝飾展』が同会場

で引き続き開催された。これは、世界有数の産地である山梨を広く

一般にＰＲする新たな取り組みとして、業者対象の「甲府ジュエリ

ーフェア」を初めて一般開放したもの。消費者向けの宝飾展として

は国内最大規模とあって、初の開催であったが2,120人の来場者

で賑わった。会場内は、高級品、ライトジュエリー、パール、ピアス・

イアリングなど、来場者にわかりやすいゾーニングがされ、無料プ

レゼントや抽選会も来場者を楽しませていた。

５月に入り、新緑の季節本番とな
りました。今月号から中小企業タ
イムズも心機一転リニューアル
しました。皆さんに愛される機関
誌としてこれからもがんばって
いきます。皆様のご意見・ご要望
をお寄せ下さい。
ご意見・ご要望は　中央会タイム
ズ編集班まで

TEL　055-237-3215　　
FAX　055-237-3216　　
E-mail　webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

編 集 後 記

第34回甲府ジュエリーフェア
信玄公まつり輝きの祭典『大宝飾展』

賑わい城下町でお餅つき
第35回信玄公まつり『賑わい城下町』へ出店参加

「まさしくつきたてのお餅」

多くの来街者でにぎわった
販売テント

オープニングテープカット 会場風景

協同組合山梨県ジュエリー協会

Surprise!! ～甲府で、驚き新発見！～



さん
ぽ
道募

集

情報BOX

第三種郵便物認可　平成17年５月１日（日曜日）

事業者が保有する個人情報の
取り扱いに関する指針について

　改正後の山梨県個人情報保護条例第49条
第１項の規定に基づく指針は以下のとおり
になっています。

●平成17年３月31日策定、４月１日適用

１ 趣旨
　この指針は、山梨県個人情報保護条例の規定に
基づき、事業者が保有する個人情報の取扱について、
事業者が自主的に適切な保護措置を講じるために
具体的に準拠すべきものとして定めるものであり、
知事その他の執行機関が条例を執行する際の基準
となるものである。

２ 対象とする個人情報等
（1）この指針は、事業者がその事業活動に伴って行

う個人情報の取り扱いのすべてを対象とする。
ただし、報道機関が報道の用に供する目的、著
述を業とする者が著述の用に共する目的、学術
研究機関が学術研究の用に供する目的、宗教団
体が宗教活動の用に供する目的及び政治団体
が政治活動の用に供する目的で行う個人情報
の取り扱いについてはこの限りではない。

（2）この指針における「個人情報」とは、個人に関す
る情報であって、当該情報に含まれる氏名、生
年月日その他記述等により特定の個人を識別
することができるもの（他の情報と照合するこ
とができ、これにより特定の個人を識別するこ
とができるものを含む）をいう。

（3）個人情報の保護に関する法律、個人情報の保護
に関する基本方針及び各省庁が策定した個人
情報の保護に関するガイドラインの規定が適
用される場合にあっては、当該ガイドライン等
が適用されるものである。

３ 個人情報の取扱いに関する事項
（1）事業者は、個人情報を取り扱うに当たっては、

その利用目的をできる限り特定するものである。
（2）事業者は、あらかじめ本人の同意を得ないで、

特定された利用目的の達成に必要な範囲を超
えて、個人情報を取り扱わないものとする。

（3）事業者は、特定された利用目的を本人に確認で
きるようにするものとする。

（4）事業者は、偽りその他不正の手段により個人情
報を取得しないものとする。

（5）事業者は、利用目的、利用方法等から個人の権
利利益に深刻な侵害をもたらすおそれのある
個人情報を取得する場合には、個人の権利利益
が侵害されないよう十分配慮するものとする。

（6）事業者は、個人情報を取得するに当たっては、
本人から取得するよう努めるものとする。

（7）事業者は、本人の同意がある場合又は特別な理
由がある場合を除き、個人情報を第三者に提供
しないものとする。

４ 個人情報の適正管理に係る事項
（1）事業者は、利用目的の達成に必要な範囲内にお

いて、個人情報を正確かつ最新の内容に保つよ
う努めるものとする。

（2）事業者は、その取り扱う個人情報の漏えい、滅
失又はき損の防止その他個人情報の安全管理
のため必要かつ適正な措置を講ずるものとする。

（3）事業者は、その従業員に個人情報を取り扱わせ
るに当たっては、当該個人情報の安全管理が図
れるよう、当該従事者に対する必要かつ適正な
監督を行うものとする。

（4）事業者は、個人情報の取り扱いの全部又は一部
を委託する場合は、その取扱いを委託された個
人情報の安全管理が図れるよう、委託を受けた
者に対する必要かつ適正な監督を行うものと
する。

（5）事業者は、個人情報の適正な取扱いが確保でき

るよう、従事者に必要な教育研修を行うよう努
めるものとする。

（6）事業者は、その取り扱う個人情報の漏えい等の
事実を把握した場合は、二次被害等の防止、類
似事案の回避等の観点から、可能な限り事実関
係、発生原因及び対応策の公表に努めるととも
に、当該漏えい等に係る個人情報の内容を本人
に速やかに通知し、又は本人が容易に知り得る
状態におくよう努めるものとする。

５ 自己情報の開示等に係る事項
（1）事業者は、本人から自己情報について開示を求

められたときは、特別な理由がない限り、これ
に応ずるものとする。

（2）事業者は、本人から自己情報について訂正を求
められたときは、必要な調査を行い、特別な理
由がない限り、これに応ずるものとする。

（3）事業者は、本人から自己情報について利用停止
を求められたときは、必要な調査を行い、特別
な理由がない限り、これに応ずるものとする。

（4）事業者は、個人情報の取り扱いに関する苦情の
適切かつ迅速な処理に努めるとともに、その処
理のため相談窓口を設置するなど必要な体制
の整備に努めるものとする。

６ 実施責任
（1）事業者は、事業者の個人情報保護に関する考え

方や方針に関する宣言の策定・公表により、事
業者が行う保護措置等を対外的に明確にし、説
明責任を果たすよう努めるものとする。

（2）事業者は、個人情報の適正な取扱いを確保する
ため、管理責任者を設置するなど必要な責任体
制を整備するよう努めるものとする。

　
子
供
か
ら
手
が
離
れ
、
現
在
の
職
に
就
き
ま
し
た
。

前
任
の
方
は
二
〇
年
来
の
ベ
テ
ラ
ン
の
男
性
で
し
た
。

大
月
商
店
街
の
こ
と
な
ら
何
で
も
誰
で
も
熟
知
し
て

い
て
﹁
と
て
も
代
わ
り
は
勤
ま
ら
な
い
﹂
と
思
い
ま

し
た
。
と
ま
ど
う
私
を
役
員
の
方
々
は
﹁
や
っ
ぱ
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女
性
が
い
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と
和
や
か
だ
ネ
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﹂
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。﹁
あ
っ
そ
う
か
。
私
の
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目
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組
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取
り
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切
る
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で
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な
く
て
、
潤
滑
油
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な
役
目
な
ん
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﹂
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気
づ
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ま
し
た
。
経
験
や
知
識
が
浅
い
分
、﹁
明
る

い
雰
囲
気
と
笑
顔
で
一
日
を
過
ご
そ
う
﹂
と
思
い
、

仕
事
に
就
く
う
ち
に
早
七
年
が
経
ち
ま
し
た
。
昨
今

の
厳
し
い
経
済
環
境
や
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
か
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商
店
街
も
重
た
い
雰
囲
気
に
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が
ち
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す
が
、
そ

ん
な
時
、
役
員
さ
ん
か
ら
﹁
君
は
い
つ
も
楽
し
そ
う

に
仕
事
を
す
る
ネ
ー
﹂
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
も
、
明
る
く
し
て
も
、
一
日
は

一
日
。
ど
う
せ
な
ら
楽
し
く
過
ご
し
た
い
。
そ
し
て

事
務
所
や
商
店
街
が
和
や
か
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
何

よ
り
も
幸
い
で
す
。

　
そ
ん
な
私
の
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
は
、
﹁
着
付
け
﹂

の
勉
強
で
す
。
母
や
叔
母
を
亡
く
し
た
今
、
子
供
達

に
日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
先
生
の
手
際
の
よ
さ
と
豊
富
な
知
識
を
一

日
も
早
く
習
得
し
た
い
と
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
毎
日

で
す
。

　性別にかかわらず、意欲と能力のある一人ひとりを活かそうとす
る“ポジティブ・アクション”は、組織のトップの決断とそこで働く
女性の意識の高まりとが相俟ってこそ成功するものです。ポジティ
ブ・アクションに取り組んでいる会社ほど、経営業績や売り上げが
良好という調査結果もあります。
　山梨女性の活躍推進協議会が昨年行ったアンケート結果では、女
性が「十分活躍している」と評価している事業所は45.2％、「係長以
上の役職者がいる」のは50％でした。まだまだポジティブ・アクシ
ョンの余地がありそうです。
　そこで、このような取組を県内企業に広めるため、取組を進める
ポイントは何なのか？どこからどうやったらいいのか？など、組合
員企業を対象とした勉強会を開催してみませんか。

　開催要件
　　　テーマは、ポジティブ・アクションに関する内容であること。
　　　会場の手配、参加者の募集は組合が行って下さい。
　　　講師は、山梨県労働局雇用均等室又は（財）21世紀職業財団
　　　山梨事務所から派遣されます。

●大月商店街協同組合　

　　　　　事務局　小 俣 貴 子

仕事に和みを仕事に和みを
研修会
開催組合
募集

お申し込み・お問い合わせ
　　　山梨県中小企業団体中央会労働課　TEL055－237－3215

「ポジティブ・アクション」
 を学んで、女性も戦力に！
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大月公共職業安定所 富士吉田出張所
〒403-0014
山梨県富士吉田市竜ヶ丘２－４－３
TEL 0555-23-8609
FAX 0555-24-4019
管轄区域
　富士吉田市、南都留郡
　　　　　　　　（西桂町、道志村を除く）

大月公共職業安定所
〒401-0013
山梨県大月市大月３－２－17
TEL 0554-22-8609
FAX 0554-23-3459
管轄区域
　大月市、上野原市、北都留郡
 

大月公共職業安定所 都留出張所
〒402-0051
山梨県都留市下谷３－７－31
TEL 0554-43-5141
FAX 0554-43-4367
管轄区域
　都留市、南都留郡のうち西桂町、道志村
 

身延公共職業安定所
〒409-2411
山梨県南巨摩郡身延町丸滝426
TEL 0556-62-1065
FAX 0556-62-2401
管轄区域
　南巨摩郡のうち身延町、南部町、早川町

情報BOX
公共職業安定所の名称変更のお知らせ公共職業安定所の名称変更のお知らせ

　平成17年４月１日より、下記の公共職業安定所の名称が変更になります。所在地、電話番号、
所轄区域及び取扱い業務等は従来どおりで変更ありません。

富士吉田公共職業安定所

［所在地、電話番号及び管轄区域等
 変更無し］

富士吉田公共職業安定所
大月出張所

［所在地、電話番号及び管轄区域等
 変更無し］

富士吉田公共職業安定所
都留出張所

［所在地、電話番号及び管轄区域等
 変更無し］

鰍沢公共職業安定所
身延出張所

［所在地、電話番号及び管轄区域等
 変更無し］

変　更　前 変　更　後


